
☆ご不明な点がありましたら、吾妻教育事務所まで問い合わせください。

４月からの新学習指導要領の移行期間を控え、吾妻教育事務所ホームページでは、移行期間中（H.30～

H.31）における小学校外国語活動の学習内容例をＰＤＦファイルでアップしました。文部科学省が示した

年間で中学年15時間、高学年50時間の時数を吾妻の実態に合わせ、それぞれ35時間（25時間もあり）、70

時間に変更した例を示したものです。次年度の参考資料としてご活用ください。

＜ダウンロードの手順＞

吾妻教育事務所ＨＰの「注目情報」→

【小学校外国語活動情報】新学習指導要領移行期間（H.30～H.31）における学習内容例について

１．H.30年度：３年生から６年生学習内容例

２．H.31年度：３年生から６年生学習内容例 いずれかをクリックします。

＜表の見方＞

＜表中の色分け＞

枠内の数字合計は25時間。

枠内の数字合計は35時間。

H.30年度 ６年生の例（部分）

H.31年度 ４年生の例（部分）

赤 色（赤枠囲い）：移行期間中に留意して行うタイトル・題材

黄 色：ＨＦ１、ＨＦ２で移行期間中に扱うタイトル・題材

白 色：移行期間中に扱わなくてもよいタイトル・題材（35・70時間では扱いあり）

青 色：「新○」で移行期間中に扱うタイトル・教材

を示しています。

○青枠で囲んだ部分が「配当時

数」ですが、70時間に合わせ

たものを黄色で示しました。

○表中左の「使用教材」欄に示

されている、

「ＨＦ１」は、【Hi, friends1】

「ＨＦ２」は、【Hi, friends2】

「新３」は、【Let's Try! 1】

「新４」は、【Let's Try! 2】

「新５」は、【We Can! 1】

「新６」は、【We Can! 2】

を表しています。

○H.31年度の４年生 D 表では、青枠「時数」が35時
間、赤枠「配当時数」が25時間となっています。

＜変更点についての確認＞ ※文部科学省の資料をもとに、一部加筆しています。

１．変更点は、黄色の数字で示しています。

２．H.31年度の６年生で扱う予定のWhat do you want to be?（将来の夢、ＨＦ２）の単元をカット
し、その代わりに「新６」で扱うWhat do you want to be?を８時間で扱うよう変更しています。


